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人新世に生きるヒト：
           アラスカの環境人文学から考える

人新世における人類は、気候変動や生物種の
大量絶滅を引き起こす地球規模のアクターになった
とされています。しかし、生態系に対して影響力を
与えるメカニズムをどのように捉えたらよいので
しょうか。また、人新世における人類を考える
ことは、ヒトという種をどのように捉えるかという
哲学的な問いにも関わっているのではないで哲学的な問いにも関わっているのではないで
しょうか。近年、人間と自然の関わりを人文学的な
観点から学際的に研究する環境人文学が世界的な
　　　注目を浴びていますが、この動向は人新世に
　　　おけるヒトの現在と未来を占うものであると
　　　いえます。講演者が文化人類学的な研究を
　　　おこなってきたアラスカ先住民社会の現状を
　　　事例として、近年の研究成果にも触れながら　　　事例として、近年の研究成果にも触れながら
　　　「人新世」を考えて
　　　みましょう。

出典：E&E News
https://www.eenews.net/stories/1060058240

アントロポセン（人新世）とバイオミメティクス
その2：人類学
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